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洞窟の中の〈私〉、
洞窟に映る〈世界〉
̶ポストメディア時代を考える̶

⽇本学術会議哲学委員会公開シンポジウム「分断化する社会の中で対話は
可能か︓ポスト・ソーシャルメディア時代の社会構築 」
2025.10.21 於⽴教⼤学池袋キャンパス11号館地下AB01教室
学習院⼤学名誉教授 遠藤薫
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⾃⼰紹介
• 東京⼤学教養学部卒業、東京⼯業⼤学⼤学院修了、博⼠（学術）
• 専⾨︓理論社会学、社会情報学、計算社会科学、メディア論
• ⽇本学術会議元会員（第⼀部）、現在は連携会員
• ⽇本社会学会元常務理事
• ⽇本社会情報学会元会⻑
• 計算社会学会会⻑
• その他
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最近の主な著書
• 『廃墟で歌う天使̶ベンヤミン『複製技術時代の芸術作品』を読み
直す』（2016，現代書館）
• 『ロボットが家にきたら…­⼈間とAIの未来』（2018，岩波書店）
• 『ソーシャルメディアと公共性』（2018，東京⼤学出版会）
• 『〈猫〉の社会学』（2022，勁草書房）
• 『災禍の時代の社会学』（2023，東京⼤学出版会）
• 『現代⽇本の〈国家意識〉とアジア』（2024，勁草書房）
• 『ゾンビと幽霊と偽王たち（仮）』（東京⼤学出版会、近刊）
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洞窟の⽐喩

プラトン『国家』第７章
• ⼈々は暗い洞窟の奥に鎖でつなが

れていて、背後にある⽕によって
壁に映る影だけを⾒ている。
• 彼らは影を「現実そのもの」と誤

認して⽣きる。
• ある者が解放され、洞窟の外へ出

て、初めて真の世界（イデア界）
を知る。
• しかし洞窟へ戻って真実を伝えよ

うとしても、他の囚⼈は影以外を
信じようとしない。

現代版（遠藤）
• ⼈々は暗い洞窟の奥の独房に鎖で

つながれていて、背後にある⽕に
よって壁に映る影だけを⾒てい
る。
• 彼らは影を「現実そのもの」と誤

認して⽣きる。
• しかも彼らは⼀⼈ずつ独房に閉じ

込められているので、彼らが⾒る
「影」は他者と共有されることの
ない、個⼈的な「影」である。
• 彼らは誰⼀⼈独房の外にも、洞窟

の外にも出ることはない。
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〈ポストメディア〉という状況
・「テレビ、通信サービス、情報処理の接合」が急速に進展することで、
「個⼈が集合的に再適合化され、情報機械やコミュニケーション機械、知
性、芸術、⽂化の機械がインタラクティヴに使⽤され」、「あらゆる領域
において、⾮物質的な現実性のこうした⽣産が、物質的連関やサービスの
⽣産に対して前景化」する (F.Guattari 1990:76) 

・ハイパーテキスト、グループウェア、相互作⽤的なマルチメディア、ヴ
ァーチャルリアリティ、⼈⼯的知性あるいは⼈⼯⽣命のプログラム、動的
イデオグラフイー、デジタル・シミュレーション装置と相互作⽤的な情報
システムを携えながら、集合的諸知性体は突然変異的な諸々の記号論を探
求する（P .Levi 1994=2015:227­8)
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ポストメディア状況の間メディア性

遠藤2004

個
⼈
／
組
織
発
の
集
合
現
象

増幅

専⾨家だけが情報を制作・編集・拡散誰もが情報を制作・編集・拡散

多様なメディアが相互接続、相互連携、
相乗効果を起こす⇨意図的／⾮意図的に
新たな意味を発⽣させ、増幅する

ヴァイラル化（インフォデミッ
ク）発⽣

福⾳か禍因か︖
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現実の変容

つながりっぱなしの⽇常

ほとんどあらゆる⾏動がメ
ディアを介して⾏われ、そ
の記録はデータ化され、
アーカイブ化（記録）され
る。
⇨⼈間は、ペルソナ（⼈
格）のデータ⼊⼒装置︖
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メディア化される社会関係

他者との関係性もメディアを介
して構築、強化、維持

⇩
他者は、リアルな実在ではな
く、しばしば意図的に創り出さ
れた「⾮実在存在」（亡霊）

↕
⾃分⾃⾝も、しばしば意図的に
創り出された「⾮実在存在」
（亡霊）
⇨亡霊たちの交友は、データと
なって痕跡を残す

プラットフォーム企業︓
Google、Apple、
Facebook（Mata）、
AMAZON、Microsoftな
ど、ネット・サービスを提
供する企業

7

現実の変容
参加型⽂化の台頭
参加型⽂化（Convergence Culture / 
Participatory Culture)≒“推し活”⽂化

①オーディエンスが⾃発的・献⾝的に、コ
ンテンツの流通・拡散・⼆次創作・ファン
ダム形成などに関与する。（推し活）
②コンテンツが間メディア的に流通・拡
散・消費される
③多数のメディア・ビジネスが関与する

Ex. BTSのファンダム
BTSの公式ファンクラブ「ARMY」は、BTS
と共に成⻑し、世界中に広がる巨⼤なファ
ンダムを形成している。2025年にはARMY
に焦点を当てたドキュメンタリー映画『BTS 
ARMY︓FOREVER WE ARE YOUNG』も公
開された。

ファンダム（推し活）マーケティング
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事例から考える
朝井リョウ『イン・ザ・メガチャーチ』
（2025.9 ⽇本経済新聞出版）

• 視差⼩説︓3つの視点
• 久保⽥ 慶彦（47歳・男性）︓レコード会社勤務。離婚し、仕事への

情熱も失いかけていたが、アイドルのファンダム経済構築チームに加
わることで、再び「居場所」を得たと感じるが…。（仕掛ける側）
• 武藤 澄⾹（19歳・⼥性）︓⼤学⽣。留学を志していたが、内向的な

性格ゆえに⼤学で居場所を⾒つけられず、アイドルに強い共感を覚
え、推し活にのめり込む。（のめり込む側）
• 隅川 絢⼦（35歳・⼥性）︓派遣社員。かつて舞台俳優の熱⼼なファ

ンとして活動していたが、ある報道をきっかけにその熱狂が陰謀論へ
と向かう。（のめり込んでいた側／その先）
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事例から考える
朝井リョウ『イン・ザ・メガチャーチ』
（2025.9 ⽇本経済新聞出版）

• 慶彦、澄⾹、絢⼦はいずれも「居場所がない」という感覚に苛まれてい
る。 「居場所がない」という感覚は、社会の中に⾝体的に「現前」してい
ても、その存在が誰にも承認されず、意味づけられないため、社会の主流
から透過（透明化）され、不在に等しくなる⇨亡霊化
• 「現前」の希求（居場所／主体性の復活をめざして）

• ⇨推し活（不在の“物語”＝メガチャーチ）への熱狂（憑依）
• ⇨陰謀論（排他的“物語” 、亡霊的厳命“今こそ⽬覚め、⾏動せよ”）
• ⇨ファンダム経済（メガチャーチの“物語”的構築⇨収益化）

• ⇩
• 亡霊に対する責任＝応答可能性は果たされない（破滅へ向かう）

• 「責任とは、もっとも信念に満ち、もっとも説得的な意⾒【ドクサ】によれば、応答すること、すなわち他者と法の前で他者に応答することであり、そして可能ならば、みずから
公的に、みずからの意志によって、みずからの⽬的を持って、そして責任あるとみなされる動作主の名において応答することにほかならない。」（デリダ『死を与える』p.59）

• 「責任の⾏使は転向と背教の危険をもつねにはらんでいる。伝統や権威や正統性や規則や教義に対して、離反や創意という破壊を⾏なわないような責任はないのだ。」（同前
p.61）
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“メガチャーチ”とは︖
• 定期的に礼拝に出席する⼈の数が2000⼈を超えるキリ
スト教プロテスタントの教会。

• 特に宗教に無関⼼な若年層から多く⽀持されており、
福⾳派が65％を占める。

• カリスマ牧師により運営され、全⽶でおよそ1300以上
のメガ・チャーチが存在し、上位50の教会の平均出席
信徒数は1万⼈を超える。

• ⼤規模なライブ仕⽴ての礼拝（ワーシップ）が⾏われ
ることでも有名であり、さながらコンサートホール並
みの⾳響設備と照明設備を備えている。

• （ハートフォード宗教研究所、その他）
• ⇩
•メガチャーチ・マーケティング≒
ファンダム・マーケティング

ヒューストンのレイクウッド教会（cc 3.0）

シドニーのヒルソング教会(Matt Malone)
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多くの⼈が「居場所がない」と感じている
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居場所の喪失の背景にある社会変動

• ⾃明の前提でありそれ⾃体が⽬標となる伝統的共同体の解体
• 個⼈は共同体（地縁・⾎縁）から脱埋込され⾃⼰のアイデン
ティティを再帰的に創出しなければならない
• ⇨絶え間ない⾃⼰選択の連続⇨失敗すれば⾃⼰責任という孤独
• ⾃明の親密圏からの脱埋込（居場所の喪失）
• ⇨「純粋な関係」（ただ相互の愛によってのみ維持される関
係）の希求
• ⇨⾃⼰の“物語”化の要請と絶えざる不安

•後期近代（A. ギデンス）
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問いかけられているのは︖
•後期近代において、居場所（現前の感覚）を失った者たち
は、ポストメディア上の⾮在の他者（亡霊︓アイドル、イ
ンフルエンサー、匿名の他者など）との「純粋な関係性」
（推し活）に居場所を⾒出そうとする。
• しかし、特定の他者に対する愛着（推し活）は、他者への
排斥（陰謀論）と表裏である。
• そしてポストメディア状況においては、「純粋な関係性」
もデータ化／経済化され、資本主義の中に回収される。
• それは、ある種の救いか︖それとも陥穽か︖
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⚠私たちは
• 〈ポストメディア〉の外部に出るこ
とはできない。
• したがって、状況について、外部か
ら絶対的な判定をくだすことはでき
ない。
• それでも私たちは〈善きほう〉を切
実に願っている
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私たちが考えるべきことは︖
•私たちを取り巻く現実／ポストメディア状況を、的確
に理解すること。ただし、私たち⾃⾝、その現実／ポ
ストメディア状況の内部に閉じ込められていることを
理解すること。
•そのうえで、現前する他者／現前しない他者（亡霊）
への応答を試みること。亡霊の中には、仮想的な他
者、死者だけでなく、未来の⽣者も含まれる。
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実際には、私たちは応答にとても臆病
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あなたは次のような場で⾃分の意⾒をはっきりいうことができますか︖

遠藤実施「ライフスタイルに関する調査」2019.3 N＝5000

17

「無条件の歓待」は可能か︖
• デリダは『友愛のポリティクス』において、「友愛」がしばし
ば「排他」と表裏であることを指摘し、「似た者同⼠の連帯」
から「異質な他者との共存」へと、政治と友情のあり⽅をシフ
トさせようとした︓「無条件の歓待」
• しかし、「私たちは、⾎縁や国籍という『兄弟の論理』を超え
て、⾃分を脅かすかもしれない『全くの他者』を友として迎え
ることができるか︖」（デリダ）
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私たちはもっとテキトーに応答し合おう
•私たちは、「純粋な関係」を求めすぎてはいないか︖
•私たちは、 「純粋な関係」の裏切りを恐れすぎて、ますます狭
い空間に閉じこもっていないか︖
•裏切られても、それはあなたのせいではない︕
• 間違ったら直せばいい。
•私も他者も「空虚な主体（亡霊）」である。
•亡霊同⼠、緩やかに繋がり、
• テキトーに応答しあってみませんか︖
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